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【キャリア教育領域におけるキャリア・コンサルタントの期待役割タイプとキャリア・コンサ

ルタントの活動領域から見た大学等の類型】 
  

 
（資料出所：厚生労働省「平成 23 年度キャリア・コンサルティング研究会―大学等キャリア

教育部会」報告書 2012 年 3 月） 
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   ・キャリア・コンサルタントが能力を発揮するための阻害要因としては、大学側との認

識の差、大学組織側の理解不足から、大学組織・教学組織との連携不足やキャリア・

センター側からの働きかけ不足、さらには、キャリア・コンサルタントのポジション

や雇用形態の脆弱さやキャリア・コンサルタント自身のスキルアップ機会の不足等が

挙げられる。 
 
【キャリア・コンサルタントが能力を発揮するための阻害要因】 

 

５ キキャャリリアア・・ココンンササルルタタンントトがが能能力力をを発発揮揮すするるたためめのの阻阻害害

要要因因  
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（資料出所：厚生労働省「平成 23 年度キャリア・コンサルティング研究会―大学等キ

ャリア教育部会」報告書 2012 年 3 月） 
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  (1)  キャリア・センターにおける就職・進路サポート 

・関西大学では、就職活動を行う 4 年次生だけでなく、入学したばかりの 1 年次生の

段階から、学生一人ひとりのキャリアデザイン（将来設計）の支援や進路指導が行

われている。 
・キャリア・センターでは、入学時から卒業に至るまで多様なキャリア・就職支援プ

ログラムを開催するとともに、様々な進路・就職に関する情報提供を行っている。 
    ・学生の悩みを受け止め、その心を救うのはヒューマン・コミュニケーションである

という考えに基づき、学生の抱える就職活動の疑問や相談に対しては、フェイス・

トウ・フェイスで随時対応している。 
  
  【就職・進路支援行事（関西大学千里山キャンパス）】 

 
（資料出所：関西大学ホームページ「就職・キャリア 就職・進路サポート

http://www.kansai-u.ac.jp/global/career/support.html ） 

 
 

(2)  キャリア・センターにおける支援プログラム 
    ・関西大学では、学生が自己を分析し、その結果から進むべき道を考え、計画を立て

るという「キャリアデザイン（将来設計）」に力を入れている。 
    ・大学生活を有意義に過ごすために、１年次生の段階からさまざまな「サポートプロ

グラム行事」等を開催し、キャリアデザイン意識を啓発しているほか、公務員・教

員や資格取得のための支援も実施している。 
    ・3 年次生には、職業観の涵養を図るため、「インターンシップ」を実施しているほ

６ 大大規規模模校校ににおおけけるるキキャャリリアア形形成成支支援援・・キキャャリリアア教教育育のの概概

要要（（関関西西大大学学））  
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か、各種就職支援行事等を開催してキャリアデザインの具体化と実現を支援してい

る。 
（参照：関西大学キャリアセンターホームページ「支援プログラム」 

http://www.kansai-u.ac.jp/career/student/index.html ） 

  
(3)  関西大学キャリア教育プログラム 

    ・関西大学のキャリア教育プログラムは、次の 3 段階により構成されている。 
①大学の「前に」：初等・中等教育との連携を図り、小中高等学校教員を対象に「キ

ャリア教育研修」を実施 
②大学と「ともに」：学生への体系的なキャリア形成支援と教職員へのキャリア研

修を実施 
③大学の「あとに」：卒業生の就業支援室を設け、民間の人材紹介企業と連携して

卒業生の就業支援を実施 
（参照：関西大学 2013 年当時 HP「総合大学における標準型キャリア教育の展開 

      学生一人ひとりの勤労観・職業観を育む関西大学キャリア教育プログラム

K-CEP） 

 
【関西大学キャリア教育プログラム（K-CEP）】 

 

（資料出所：関西大学 2013 年当時 HP「総合大学における標準型キャリア教育の展開」

学生一人ひとりの勤労観・職業観を育む関西大学キャリア教育プログラム

K-CEP  
https://www.kansai-u.ac.jp/Syusyk/K-CEP/k-ceptop.htm ） 
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    ・キャリア支援Ⅴ段階システム 
     Ⅰキャリア意識の啓発（1 年次） 

・1 年次生の段階から「キャリアデザイン」について考えるために、入学時にキ

ャリアデザインブックが全員に配布される。キャリアセンターの支援体制や公

務員・教員に関する情報、資格について等、様々な内容が掲載されている。 
      キャリアプランニングセミナー 

・学生が自分の将来について考え、目標を設定し、実行に移していくきっかけ作

りを目的として開催され、1 年次生から参加できる。 
・内容としては、 
①ベーシックシリーズ：職業興味検査や性格検査を実施し、自分の職業興味や

職業適性、職業についての理解を深めるとともに、自分の個性とその活かし

方についての理解を深め、ワークシートを使って、キャリアプランニングに

ついて考える 
②仕事研究シリーズ：様々な職場で活躍している卒業生によるセミナー 
③コミュニケーションスキルシリーズ：小グループによる体験学習を通して、

自己表現力を磨く、職業能力・資質を向上させる、自己理解を深めることを

目的とする 
④適性検査による自己分析シリーズ：小グループによるディスカッションを通

じて、自己理解を深め、キャリアの方向性を探索する 
⑤春休み特別シリーズ：進級を間近に控えた 1・2 年次生を対象に実施する 
 

     Ⅱキャリア教育（1・2 年次） 
・インターファカルティ科目として、2004 年度から 3 科目で開講している。 
・キャリア教育の目的は、自分の将来をデザインする能力、情報を収集する能力、

意思決定を行う能力、人間関係を構築する能力という「生きる力」を身に付け

ることにある。 
・キャリア教育では、文章表現やプレゼンテーション、グループ討論等の課題を

交えながら、自己と社会に対する理解を深めるとともに、自己と社会との関わ

りについて洞察し、自らの将来について考える機会が提供されている。 
     Ⅲインターシップ事前研修・実習（3 年次） 
      ・インターンシップに参加するに当たって、実習先でトラブルを起こすことなく

効率的に学習するためには、事前に様々な事項を学んでおく必要がある。 
      ・オリエンテーション（実習に際しての心構えや注意事項を伝えるとともに、顔

合わせや事務手続の確認）、インターンシップの目的と意義の理解、マナーとコ

ミュニケーション等を行う。 
     Ⅳインターンシップ事後研修（3 年次） 

・実習での体験を自己検証し、今後の進路決定や就職活動に反映させ、どう活か

していくかを学ぶ。 
・実習先でのインターンシップ状況を実習生が報告する報告会や、インターンシ

ップの体験を今後の進路決定や就職活動にどう活かしていけば良いのか講義

するフィードバックが実施されている。 
 



第１章 大学におけるキャリア教育の内容と課題 

 

無断複製・頒布を禁じます 128

     Ⅴ就職活動への誘い（3 年次） 
       次の就職支援プログラムを展開 
      ・就職ガイダンス：3 年次生を対象に、4 月、7 月、9 月、12 月の 4 回開催 
      ・各種講座：就職活動において重要な自己分析、企業、業界研究や、ビジネスマ

ナー、情報収集について（就職活動スタート講座、就職活動パワーアップ講座、

就職活動エクストラ講座等） 
      ・就職模擬試験・模擬面接：SPI や CAB・GAB、一般常識対策試験、事務処理

能力適性検査とそれぞれの対策講座、集団模擬面接とグループディスカッショ

ンを実施 
      ・学内セミナー：学内に企業の担当者を招き、業界の概要・今後の展望等を講演、

企業研究会・合同企業研究会・合同企業セミナー等を実施 
（参照：関西大学キャリアセンター2013 年当時ホームページ 

http://www.kansai-u.ac.jp/Syusyk/home.htm ） 
 

(4)  キャリア教育科目 
    ①キャリアデザインⅠ（働くこと：1 年次・秋学期） 
     ・キャリアプランニングの基本的な考え方を伝えるとともに、受講者が自らの働き

方・生き方を考える機会を提供し、キャリアプランニングの基礎固めを行う。 
     ・主要な項目は、 

ⅰ働き方を考える 
ⅱ社会を知る 
ⅲ生き方を考える 

    ②キャリアデザインⅡ（仕事の理解：2 年次・春学期） 
     ・情報収集・活用能力を高め、産業・職業・企業についての理解を促進し、受講者

の仕事の世界を拡げる。 
     ・主要な項目は、 

ⅰ職業を知る 
ⅱ業界を知る 
ⅲ企業を知る 

③キャリアデザインⅢ（私の仕事：2 年次・秋学期） 
     ・キャリア設計能力を高め、自己理解に基づいてキャリアデザインを行うとともに、

自己表現力を高め、来るべき就職活動等の選考に備える。 
     ・主な項目は、 

ⅰ自分を知る 
ⅱ自分を表現する 
ⅲ自分の将来を考える 

（参照：関西大学キャリアセンター2013 年当時ホームページ「支援プログラム 

START：キャリアデザインを考える」 
http://www.kansai-u.ac.jp/Syusyk/support/support01.html ） 
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(1)  キャリア・センターにおけるキャリア形成支援 
・就職支援行事：1 年次から就職への意識を高めるため、年次ごとの就職支援講座、

キャリア教育・就職イベントを開催している。多彩なプログラムを実施し、一人ひ

とりの「なりたい自分」をサポートしている。 
・1 年次から勤労観や職業観を育て、就職への意識を高めるため、「働く」ことへの意

義・目的について学ぶ講座を開催している。 
・3 年次になると、より具体的な試験対策プログラムが開始され、教員・公務員志望

のための実践的な講座も実施されている。 
・4 年次には、就職希望者の内定獲得と、教員・公務員志望者には現役合格を目指し

た効率的・集中的な学びの場が提供される。 
・就職相談：スタッフによる個別相談を実施している。将来への不安、卒業後の進路、

就職試験への取組み方等、学生のあらゆる悩みに対応している。 
・クラブ別キャリアデザイン講座：クラブ・サークルごとに時間を設けて、「キャリア

デザイン講座」を開催し、毎日の練習や大会等で忙しく、就職支援行事に参加でき

ない学生にも対応している。 
（参照：日本体育大学ホームページ「就職・キャリア支援 キャリア支援体制 

（就職に強い日体大の秘訣）」 
http://www.nittai.ac.jp/career/support/2015career.jpg ） 

・キャリア・センターの職員・スタッフには、当該大学出身者も多くおり、就職活動

全般はもとより、進路や学生生活等の相談にも対応している。 

 
(2) キャリア支援講座 

    ・就職ガイダンス：分野ごとの現状を把握し、卒業後の進路選択について見つめる、

就職活動においてこれからやるべきことを知る。 
    ・キャリア・ガイダンス：大学生活を振り返り、今後の大学生活について、今の社会

が大学生に求めていること、進路選択の方法等について知る。 
    ・クラブ・サークル別キャリアデザイン講座：団体別にクラブ・サークル活動と就職

活動を両立させるための支援講座 
    ・自己分析、面接講座、エントリーシート・履歴書講座、個人模擬面接、パソコン研

修、OB・OG 訪問会、合同就職説明会等 
    ・企業向け：企業就職対策の基礎（ノウハウ）を学ぶ、「スポーツを仕事にする」を考

える、業界研究や職種研究のやり方を学ぶ 
    ・公務員試験対策 
    ・教員試験対策 

（参照：日本体育大学ホームページ「日体大生のための就活応援 Magazine」裏表紙

部分 
http://www.nittai.ac.jp/career/pdf/ouenmagazine.pdf ） 

 
 

７ 中中規規模模校校ににおおけけるるキキャャリリアア形形成成支支援援・・キキャャリリアア教教育育のの概概

要要（（日日本本体体育育大大学学））））  
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(3)  キャリア教育 
・体育学部では、4 年間の様々な学修（教育課程、キャリア形成プロジェクト、学友

会活動等）を通じて、社会で活躍できる人材の育成が図られている。 
    ・体育学部 4 学科共通の選択必修科目であるキャリアデザイン科目として、1 年次の

キャリアデザイン A と 2 年次のキャリアデザインB が配置されている。 
（参照：日本体育大学ホームページ「学部・大学院  体育学部 学部の特徴」 

http://www.nittai.ac.jp/gakubu/univ2/index.html ）
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第２章 
 

～授業計画（シラバス）の意味と重要性～ 
   
    授業計画（シラバス）は、次の記述にあるように、授業の目的、到達目標、授業内容・

方法、1 年間の授業計画、成績評価方法・基準等を明らかにしたものであり、統一した

書式を用いて作成され、予め学生に公表されるものである。 
    授業プランは、特定の講義回においてどのような授業が行われるかを示したものであ

る。 
    本章では、外部人材としてのキャリア・コンサルタントが大学でのキャリア教育を担

当するために必要な情報という観点から、授業計画（シラバス）について説明する。 
 
 
 
   
  

・各授業科目の詳細な授業計画。一般に、大学の授業名、担当教員名、講義目的、各回

ごとの授業内容、成績評価方法・基準、準備学習等についての具体的な指示、教科書・

参考文献、履修条件等が記されており、学生が各授業科目の準備学習等を進めるため

の基本となるもの。また、学生が講義の履修を決める際の資料になるとともに、教員

相互の授業内容の調整、学生による授業評価等にも使われる。 
（出典：中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて」（答申）2008 年 12 月） 

 
 
 
   
 
  ①授業選択ガイドとしての機能 
   ・選択の機会がある場合には、科目選択の基準として機能する。学生は、自分の興味・

関心や学力に見合った内容かどうかを判断する材料として用いる。 
  ②担当教員と受講する学生との契約書としての機能 
   ・記載されている内容は、担当教員と受講する学生との契約事項になる。担当教員は記

載された通りに授業を実施することを学生に対して約束し、受講する学生は記載さ

れた事項を遵守することで、相互に良好な学習環境を作ることができる。 
  ③学習効果を高める文書としての機能 
   ・授業全体の中で、今回の授業がどこに位置付けられているのかを確認したり、授業の

目的・到達目標を繰り返し確認することは、学習効果を高めることにつながる。テ

ストやレポートの内容を記載することで、受講する学生が計画的に学習する習慣や、

授業時間外学習をする習慣を身につけることができる。 
    

１ シシララババススのの意意味味  

２ 授授業業計計画画（（シシララババスス））のの役役割割（（機機能能））  
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   ④授業の雰囲気を伝える文書としての機能 
・内容を丁寧かつ詳細に記述することで、授業がしっかりと計画されたものであるこ 
とを印象付けることができる。 

   ⑤授業全体をデザインする文書としての機能 
    ・内容を丁寧に書き、各回の授業で扱う内容や参考文献を考えることで、担当教員自 

身が授業全体の流れをイメージすることができる。この過程で、不足していること、 
重複していること等が見えることがある。一度、しっかりとした授業計画（シラバ 
ス）を作ると、同じ科目を再度担当する際には、見直しと改善をすれば良くなり、 
授業の準備を効率的にする。 

   ⑥学科・課程・専修・コースのカリキュラム全体に一貫性を持たせる資料としての機能 
    ・学科・コース全体のカリキュラムを統合し、一貫性のあるものにすることを支援す 

る。すなわち、詳細に記載されていれば、他の教員もその科目の内容を詳細に知る 
ことができるため、他の科目の授業計画（シラバス）を見ると、自分が教える学生 
がこれまでにどのようなことを学習しているのかを把握することが可能になる。 

   ⑦授業の改善につなげる機能 
    ・担当教員は、作成する作業を通して、授業の全体像をより具体的にすることができ 

る。授業を設計する能力を向上させることは、授業での話し方、板書のしかた等、 
授業のやり方を改善・上達させることにつながる効果をもつ。 

（参照：佐藤浩章編『大学教員のための授業方法とデザイン』玉川大学出版部 2010 年、 
夏目達也・近田政博・中井俊樹・齋藤芳子『大学教員準備講座』玉川大学出版部 2010
年） 

 
 
 
   
 
  ・授業計画（シラバス）は、大学により決められた書式（フォーム）がある。 

以下、記載する項目の例について記述する。 
①授業に関わる基本情報 
・授業の題目（科目名） 
・授業の目的（ねらい）・到達目標 

②教員に関わる情報 
  ・担当する教員の氏名 

    ・連絡先（研究室の場所・内線番号・メールアドレス・オフィスアワー） 
③授業の内容・スケジュールに関わる事項 

    ・授業全体の内容 
・授業の方法（講義・演習） 
・単位数 
・各回で扱う内容 

    ・各回までに行う課題の内容 
    ・課題の提出方法と提出期限 

 

３ 授授業業計計画画（（シシララババスス））にに書書きき込込むむ基基本本的的なな情情報報  
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④受講者に関わる情報 
    ・受講条件（標準履修年次・配賦年次） 
    ・受講するために必要な知識とスキル 

⑤受講のルールに関わる情報 
    ・授業中に守るべきルール 
    ・資料配付のルール 
    ・課題提出のルール 
    ・教員へのコンタクトの方法 

⑥教材に関わる情報 
    ・教科書とその入手方法 
    ・補助教材とその入手方法 
    ・参考図書と図書館での所在 
   ⑦成績評価に関わる情報 
    ・評価の基準 
    ・評価の方法 
   ⑧その他（自由記載） 
    ・自分の教育観 
    ・レポートの書き方 
    ・読書案内 
    ・参加してほしいイベント 
    ・教員の自己紹介 
    ・受講する学生へのメッセージ  等 

（参照：佐藤浩章編『大学教員のための授業方法とデザイン』玉川大学出版部 2010 年、

夏目達也・近田政博・中井俊樹・齋藤芳子『大学教員準備講座』玉川大学出版部

2010 年） 
 
 
 
   
  

(1)  適切な学習目標の設定 
・カリキュラムの視点 
・学問分野からの視点 
・受講者（学生）からの視点 
・物理的条件からの視点 

 
(2)  授業の目的と到達目標（学習目標）の明確化 

    ①現実的なものにする 
     ・学生が、授業を履修すると「こんなことができる」「こんなことを知ることができ

る」というイメージを抱けるように記述する。 

     
 

４ 授授業業計計画画（（シシララババスス））作作成成ののポポイインントト  
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②学科・コース等のカリキュラムの中での位置づけを明示する 
       ・授業が、カリキュラム全体の目標（ディプロマ・ポリシー）と整合性を有して

いることを明示することで、受講する学生に対して、学習の意義をわかりやす

く理解させることができる。 

    (3)  授業の目的の書き方 
・授業の存在意義を書く。 
・学生を主語にして書く（例：学生が、○○について知り、理解できるようになる

ことを目的とする）。 
・この科目を学習することがなぜ必要か（学習した内容がどのように役立つのか）

を書く（例：～するために）。 
・複雑な概念をもつ動詞、概括的な概念をもつ動詞を使用する（例：知る、理解す

る、考察する、実施する、身につける、示す、判断する、感ずる、使用する等）。 
 

(4)  到達目標の書き方 
・授業を修了した段階でできるようになってほしい行動を「○○できる」という表

現で示す。 
・学生を主語にして書く（学生の行動として目標を書く）。 
・授業の目的と対応させ、数個の目標を設定する。 
・概念的な表現ではなく、知識・態度・技能の 3 つの領域に分けて記述する。 
知識：述べる、説明する、分類する、使用する、適用する、応用する 
態度：行う、表現する、参加する、コミュニケーションする、始める、見せる 
技能：実施する、調べる、準備する、工夫する、動かす、感ずる、始める 

・一つの文章には、一つの目標を書く。 
・行動目標が評価される条件・基準を記述する。 

 
(5)  授業内容・スケジュールの書き方 

・授業の目的・到達目標に対応させてデザインする。 
・わかりやすい流れを考えて、要素を選択し、配列する（例：容易なものから難し

いものへ、基礎から応用へ）。 
・授業時間外の予習・復習がある場合には、ここに記述する。 
・授業方法によって、毎回のスケジュールを具体化できない場合には、2～4 回毎の

ユニットに分けたりして記述する（例：第 5 回から第 7 回は、課題に対する各グ

ループのプレゼンテーション）。 
・授業計画（シラバス）に沿って授業を進行するのが原則であるが、受講している

学生の理解度・実態によってスケジュールや内容等を、やむを得ず変更する場合

には、学生に変更の理由をきちんと説明するとともに、変更の際には改めて授業

計画（シラバス）を作り直して、学生に再度配付することが望ましい。 
 

(6)  受講者に関わる情報の書き方 
・履修しなければならない（できる）年次・学期を示す。 
・受講にあたって前提となる知識、態度、技能を明示する。 
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(7)  受講のルールに関わる情報の書き方 
・受講上の注意点、特に、欠席・遅刻・途中退出の扱い等は明確に示す。 
・資料の配付方法や課題提出のルールを具体的に明示する。 
・携帯電話の扱い、飲食の扱い、授業態度、私語への対応等を示す。 

 
(8)  教材に関わる情報の書き方 

・教科書を使用するかどうか記載する。使用する場合は、教科書名、著者名、出版

社名、出版年、価格、入所方法を記入する（教科書を購入したが、使用しなかっ

たというクレームが寄せられることが多いので、教科書を使用する場合は、使用

方法を明確にする）。 
・参考文献リストは、興味を持った学生が自分で学習できるように、丁寧に作る（図

書館に購入してもらうように働きかける）。 
 

(9)  評価に関わる情報の書き方 
・レポート課題のテーマ、提出期限、試験の時期を記載する。 
・複数の評価方法を用いる場合には、それらの基準、配分割合（例：テスト 50％、レ

ポート 25％、毎回のコメントシート提出 25％）を明記する。 
・成績評価とは、すなわち到達目標を達成したかを測定することであることから、教

えた内容と関係のないことを評価することがないように留意する。 
・学生から評価の理由を尋ねられることがあるので、その際には、きちんとした返答

ができるように、基準を明確に設定し、評価の記録を保存しておく必要がある。 
（参照：佐藤浩章編『大学教員のための授業方法とデザイン』5 頁以下玉川大学出版部 2010

年、夏目達也・近田政博・中井俊樹・齋藤芳子『大学教員準備講座』31 頁以下玉

川大学出版部 2010 年） 
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  (1)  1 年次後期の例 

＜キャリア教育授業計画（キャリアデザイン A）＞ 
 

授業科目名 キャリアデザイン A 科目 学部共通科目 

必修・選択 選択必修 単位数 1 単位 

科目設置学部          学部  開講学年 1 年次 学期 後期  

担当教員               連絡先  研究室    号 内線：      

科目のねらい・到達目標 

本講座「キャリアデザインＡ」のねらいは、本学において、学生生活の目的や目標を明確にし、計画的

な日々を送ることができるようにすることにある。同時に、将来の職業世界への関心を深め、働くことの

意義や職業世界の構造について知ることを通して、意欲的な人生設計の実現に向けた実践的な選択行動が

とれるようにする。また、キャリアデザインのカリキュラムを通して、計画的な人生の送り方や人生設計

の基本を学び、産業や職業への理解を深め、職業世界への理解を深めると共にキャリアデザインの立て方

の基礎を学んでいく。 

授業方法・形態 講義と演習 講師 単独 TA 氏名  

授業は講義とグループワークや発表などを中心とする。受講生が自分のこれまでの経験や知識を活用しな

がら、自らの将来の生き方と現在の学生生活を結びつけ、日々の学生生活を充実して送ることができるよう

にする。授業は学習内容に応じて、事前の課題学習や事後の課題を含めて展開していく。 

 

 

授業計画・内容 

1 回目 オリエンテーション、キャリアデザインの概要 

2 回目 キャリアデザインの意義と必要性 

3 回目 大学生活のキャリアデザイン 

4 回目 生涯発達としての人生キャリアの考え方 

5 回目 職業分類と産業分類による職業の理解 

6 回目 職業における資格・免許と取得の条件 

7 回目 社会が求めるキャリアの能力特性 

8 回目 自己理解の内容と方法・その 1 

9 回目 自己理解の内容と方法・その 2 

10 回目 職務分析を通した職業理解 

11 回目 ライフ・プランの作成（グループワークと発表） 

12 回目 キャリア・プランの手順と方法(演習） 

５ 授授業業計計画画（（シシララババスス））のの例例  
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13 回目 キャリア・プランの修正とキャリア選択・決定の心構え 

14 回目 キャリア・ゴールに向けたキャリアデザインの作成方法と内容 

15 回目 キャリアデザインの評価 

評価方法 

毎授業時間終了時に提出されるミニレポートもしくは課題の内容と出席状況、受講態度

を考慮して成績を評価する。  

１．講義内容が理解でき、更に与えられた課題やレポートをまとめること。 

 ２．毎時間の課題・レポート９０％、授業態度・出席１０％ 

受講生に対す

る 

メッセージ 

本講座「キャリアデザインＡ」は、大学生活を有意義に過ごし、将来に向けた自らの個

性を生かした人生選択ができるように、計画的な生活の仕方、自己理解・進路適性の理解

を深める方法や職業についての理解が深まるように工夫されている。受講生は、授業を通

して、学生生活を充実させ、将来の社会生活への夢をふくらませてほしい。 

教科書・参考

書・資料・参考

文献 

教科書・参考書 

書名：『新版キャリアデザイン概論』   著者：本間啓二   出版社：雇用問題研究会   出版年：2009 年      

    『大学生のためのキャリアデザインガイドブック』著者：寿山泰二ほか 出版社：北大路書房 出版年：2009 年

入手方法：大学購買部、一般書店、ネットで購入する 
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  (2)  2 年次前期の例 
＜キャリア教育授業計画（キャリアデザイン B）＞ 

 
授業科目名 キャリアデザイン B 科目 学部共通科目 

必修・選択 選択必修 単位数 1 単位 

科目設置学部          学部  開講学年 2 年次 学期 前期  

担当教員               連絡先  研究室    号 内線：      

授業の概要、科目のねらい・到達目標 

日本の産業構造の変化に伴って、新しい産業や職業が社会のニーズに対応して生まれたり、これまで花

形であった産業や職業が衰退するなど、「仕事の世界」は日々変化している。こうした「仕事の世界」を自

分との関わりにおいて理解するには、仕事を捉える視点を構築するとともに、企業や組織の形や運営方法

を知ることが重要である。この科目では、受講生が自分の職業世界を拡げることで、情報収集・活用能力

を向上させ、産業・企業・職業・課業等に関する理解を促進することを目的とする。 

職業や産業、労働の世界に関する基礎的事項を理解することを到達目標とする。 

授業方法・形態 演習 講師 単独 TA 氏名  

この科目は、受講生が自らの将来を考える機会を提供し、学生のキャリアデザイン支援を目的として開講

される。授業は、ワークシート、グループ討論、文章表現等を含めて展開していく。 

 

授業計画・内容 

1 回目 職業を知る①（産業と職業について） 

2 回目 職業を知る②（職業の世界について） 

3 回目 職業を知る③（職業と資格について） 

4 回目 職業を知る④（職業情報の収集について） 

5 回目 職業を知る⑤（この分野のまとめ） 

6 回目 業界を知る①（情報システムと社会について） 

7 回目 業界を知る②（人材の活用と企業組織について） 

8 回目 業界を知る③（技術革新と企業経営について） 

9 回目 業界を知る④（経営戦略とリスクについて） 

10 回目 業界を知る⑤（この分野のまとめ） 

11 回目 企業を知る①（職場と仕事について） 

12 回目 企業を知る②（新しい人事制度について） 

13 回目 企業を知る③（能力開発とキャリア発達について） 

14 回目 企業を知る④（企業情報の収集について） 

15 回目 企業を知る⑤（この分野のまとめ） 
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評価方法・基準 

評価方法：定期試験は実施せずに、平常試験（小テスト・レポート等）で総合評価する。

小テスト・レポートは60％、出席及び授業への参加40％で評価を行う。 

授業内容の理解度を確認するための小テスト・レポートを実施する。 

評価基準：受講生が職業、産業、労働の世界に関して基礎的な理解ができていることを

基準として評価する。 

受講生に対す

る 

メッセージ 

授業は、ワークシート、グループ討論、文章表現等の課題を含めた形で実施するので、

受講生は、積極的に授業に取り組んでほしい。 

教科書・参考

書・資料・参考

文献 

教科書は指定せず、必要に応じて資料を配付する。 

参考書   

書名：社会人基礎力が身につくキャリアデザインブック  著者：寿山泰二 出版社：金子書房  出版年：2012 年 

入手方法：大学購買部、一般書店、ネットで購入する 

参考書   

書名：3 年で辞めた若者はどこへ行ったのか  著者：城繁幸  出版社：筑摩書房（ちくま新書）  出版年：2008 年

入手方法：大学購買部、一般書店、ネットで購入する 

参考書 

書名：高学歴ワーキングプア    著者：水月昭道   出版社：光文社（光文社新書）  出版年：2007 年 

入手方法：大学購買部、一般書店、ネットで購入する 
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  (3)  2 年次後期の例 
＜キャリア教育授業計画（キャリアデザイン C）＞ 

 
授業科目名 キャリアデザイン C 科目 専門科目 

必修・選択 必修 単位数 1 単位 

科目設置学部          学部  開講学年 2 年次 学期 後期  

担当教員               連絡先  研究室    号 内線：      

科目のねらい・到達目標 

この科目を受講する学生は、社会的活動が協働の場であることを理解し、これまで体験してきた競争の

場とは異なる考え方や能力が求められることを意識できるようになる。21世紀の「知識基盤社会」におい

て働くとはどういう意義を持ち、どのような人間的資質が求められており、評価されるのかを理解できる

ようになるのがねらいである。 

 この科目では、学生が、日々活動している社会の中で自分を位置付けること、業種・企業・職種を自分

の適性や興味・関心と結びつけて理解すること、社会に出てから活動するために必要な能力を具体的にイ

メージすること、社会や組織で協働することの重要性を理解することなどができるようになることを目標

にしている。 

授業方法・形態 講義と演習 講師 単独 TA 氏名  

この授業では、個人ワークやグループワークを採り入れる。他人が発する情報をどのように受けとめ、理

解するか、さらにそれをどのように伝えていくかを意識しながら、授業を進める。授業中での行動を通じて、

学生の「ジェネリックスキル」を育成していく。この授業に主体的に参加する学生が、自分の「キャリアデ

ザイン」を自分自身の言葉で語り、構築できるようになることを目指す。 

 

授業計画・内容 

1 回目 働く意味について考える（仕事や働き方を選ぶ基準について理解する） 

2 回目 なりたい自分を創る（自分が大切にしていることが何かを把握する） 

3 回目 
学生と社会人の違いを認識する（大学で求められることと社会が必要としていることを理

解する） 

4 回目 業種と企業について理解する（1） 人に対するサービスを中心に 

5 回目 業種と企業について理解する（2） 事物に対するサービスを中心に 

6 回目 職種について理解する（1） 自分の生活との関わりから職種を理解する 

7 回目 職種について理解する（2） 職業の意味と多様性について理解する 

8 回目 社会に出てから必要な力を養う（1） 読んで理解する力 

9 回目 社会に出てから必要な力を養う（2） 聴いて理解する力 

10 回目 社会に出てから必要な力を養う（3） 話して自分を伝える力 

11 回目 社会に出てから必要な力を養う（4） 書いて自分を伝える力 

12 回目 ゲスト・スピーチから学ぶ（キャリア・コンサルタントによる講演） 
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13 回目 協働するために必要な能力を養う（1） 言葉だけでの意思疎通 

14 回目 協働するために必要な能力を養う（2） コミュニケーション力 

15 回目 協働するために必要な能力を養う（3） 論理的思考と表現 

評価方法 

授業時間終了時に提出するミニレポート、受講態度、課題レポートを総合的に評価する。

評価の基準は、この授業で達成すべき目標をどの程度理解したかによる。  

①講義内容を理解し、レポートにまとめること      50％ 

②授業への取り組み姿勢（個人ワークとグループワーク） 25％ 

 ③課題レポート                    25％ 

受講生に 

対する 

メッセージ 

この授業では、学生間・教員と学生のコミュニケーションを重視する。キャリア形成の

観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認

めない。  

授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加するこ

とを求める（詳しくは、最初の授業で説明）。授業の中で、社会の動きや大学生の状況な

どを概説するので、自分でも、情報を収集し、起こっている事象の原因や今後の推移につ

いて考えるようにしてほしい。 

教科書・参考

書・資料・参考

文献 

毎回レジュメ・資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。 
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第３章 
 

～授業のスタイルと講師・学生の関わり方～ 
   
    授業計画（シラバス）は、次の記述にあるように、授業の目的、到達目標、授業内容・

方法、1 年間の授業計画、成績評価方法・基準等を明らかにしたものであり、統一した

書式を用いて作成され、予め学生に公表されるものである。 
    授業プランは、特定の講義回においてどのような授業が行われるかを示したものであ

る。 
    本章では、外部人材としてのキャリア・コンサルタントが大学でのキャリア教育を担

当するために必要な情報という観点から、授業計画（シラバス）について説明する。 
 
 
 
   
 
  ・授業づくりの基本型としては、全体を、導入、展開、まとめの 3 つのパートに分けて構

成する方法がある。 
 

(1)  導入のパート 
    ・授業を担当する教員と受講する学生が、スムーズに授業に入っていくことができる

ようにする。 
    ・より良い授業を行うために、以下の点に留意する。 
     ①快適な雰囲気で始める：クラスと教室の快適な雰囲気をつくるために、あいさつ

や雑談等で学生の緊張をほぐしたり、教室の換気、室温の調整、マイクの確認、

黒板の清拭等を行い、準備が整ったところで授業の開始を伝える。 
     ②学生の興味や関心を喚起する：導入部分では、学生を引き付け、興味を向けさせ

るために、例えば、授業内容に関する最近のニュースを紹介する、データを提示

する、簡単なクイズを行う、刺激的な質問をする等の工夫をする。 
     ③学習目標を知らせる：その日の授業を通して、学生が何を学び、どのような知識

や技能を獲得することを目指すのかを伝える。 
     ④学生の準備状況を確認する：その日の授業の内容を理解するために必要な知識や

技能を学生が有しているかを確認する。前回の授業の内容と関連する場合には、

前回の復習から入ることも効果がある。 
     ⑤アウトラインを紹介する：その日の授業を構成する内容、それぞれの目的、相互

の関連性等を伝える（口頭による説明、配付物や板書を使用した説明等）。 

 
(2)  展開のパート 

    ・授業の本体部分となる、最も重要でかつ長いパートであるため、学生の学習に対す

る集中力を持続させるための工夫が必要になる。 

１ 授授業業のの構構成成とと授授業業づづくくりりのの基基本本  
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    ・展開のパートを構想する際には、次の点に留意する。 
     ①内容を精選する：1 回の授業で学生が消化できる（理解できる）情報の量には限

度がある。そのため、学生にできるだけ多くのことを伝えようとして、たくさん

の内容を詰め込み過ぎると、学生が消化不良を起こしてしまうことになる。その

日の授業のテーマにおいて重要なものは何か、何を学生に伝えたいのかを整理す

ることが重要になる。 
     ②内容を順序良く配列する：学習する内容について、まとまりをもったいくつかの

部分に分けた上で、それぞれを順序良く繋げていく作業が必要となる。単純なこ

とから複雑なことへ、古いことから新しいことへ、身近なものからそうでないも

のへ、既知のことから未知のことへ等、学生が理解しやすい配列を考えて説明す

る。 
     ③ハイライトを演出する：その日の授業の中で最も重要なこと、学生に伝えたい（理

解してもらいたい）ことについては、例えば「ここが今日のポイント(一番大事な

ところ)です」と直接伝える、内容を繰り返して話す、板書の色を変える等の工夫

をして学生に伝える。 
     ④学習方法を工夫する：学生の集中力を維持するために、学生に質問する、写真・

図・映像を見せる、ディスカッションさせる、グループワークを行う等の様々な

学習方法を採り入れる。 
     ⑤学習の進み具合を確認する：学生が授業を理解し、授業の進行についてくること

ができているかに留意する必要がある。内容的に理解しづらいと考えられる箇所

ばかりでなく、学生の表情等から判断して、学生の理解状況を確認する必要があ

ると判断した場合には、学生に質問したりして、理解度をチェックする。 
 

  (3)  まとめのパート 
    ・授業の成果を高め、学生の満足度を上げるためには、振り返りとまとめのパートの

時間を確保し、充実した内容にすることが求められる。 
    ・まとめのパートを構想するには、次の点に留意する。 
     ①内容の定着を図る：授業の内容を振り返り、重要なポイントが何であったのかを

確認させる作業を行う。重要なポイントが複数ある場合には、相互の関連性につ

いても説明し、学生が理解を整理しやすくする。 
     ②学習の成果を確認する：質問やクイズ等の方法によって、学習の成果を確認する。

コメントペーパー（振り返りシート）や小テスト等を使用して、出席状況の確認

とともに学習成果を確認する方法もある（振り返りシートなどは、添削した上で

コメントをつけて返却すると学生の取り組む姿勢が向上する）。 
     ③達成感を与える：導入のパートで最初に示した学習目標がどのように達成された

のかを説明する。学習目標の達成が確認されたら、学生の努力を認め、ねぎらう

ことも効果が高い。 
     ④その後の学習に繋げる：次回の授業に繋げるために、学んだことの復習、発展的

な学習のための参考文献等を示すとともに、次回の授業の項目を伝え、どのよう

な予習をしてくるべきかを知らせる。 
（参照：夏目達也・近田政博・中井俊樹・齋藤芳子『大学教員準備講座』37 頁以下玉川大

学出版部 2010 年） 
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   ①授業のタイトル・担当講師 

②授業カリキュラム全体における位置付け 
③授業の学習目標 

   ④本日のメニュー・キーワード 
   ⑤タイムスケジュールと授業スタイル 
   ⑥導入部のシナリオ 
   ⑦展開部のシナリオ 
   ⑧まとめのシナリオ 
   ⑨教材・配付資料の項目と内容 
   ⑩振り返りシート・確認テスト 
   ⑪復習のテーマと発展学習 
   ⑫予習のテーマ 
 
 
 
   
   

一 授業計画上の位置付け 

１ 科目名：  担当講師名 

２ 開講時期 年次：１・２・３・４年次 
開講期：前期(春学期)・後期（秋学期） 
回数：（全体で 15 回のうち）  コマ目 

二 授業のタイトルと内容、学習目標（ねらい） 

１ 授業のタイトル名 

２ 授業のキーワード(3 つ)・内容 

３ この授業の学習目標（ねらい） 

三 使用する教材・レジュメ 

１ 教材 

２ レジュメ 

３ 振り返りシート（学生が記述する項目・内容） 

四 授業のタイムスケジュール（時間配分）と授業スタイル（実施方法） 

１ 導入部のシナリオ 

２ 展開部のシナリオ 

３ 振り返りとまとめのシナリオ 

五 復習のテーマと発展学習 

１ 復習のテーマ 

２ 発展学習 

 

２ 授授業業ププラランンにに盛盛りり込込むむ内内容容  

３ 授授業業ププラランンのの作作成成フフォォーームム例例  
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・授業のスタイルには、様々なものがあるが、授業の目的との関連で、どのような授業

スタイルが適しているかが判断される。 
  ・授業時間で、複数の授業スタイルを組み合わせて実施したり（例：講義形式とグルー

プワーク形式によるブレインストーミングを併用する等）、ある授業スタイルの中に

他の授業スタイルを採り入れて実施する（例：講義形式の授業において、講義の途中

で学生に質問をする等）ことも学習効果を高める。 

 
(1)  講義形式 

    ・講義形式の授業は、多くの情報を、多くの学生に、限られた時間内に伝える際に用

いられる方式で、教員が自分の研究成果を学生に知識として伝授するのに適してい

る。 
    ・講義形式の授業における短所は、一方通行的な情報の伝達になりやすく、受講して

いる学生が受動的、消極的になりやすく、自発的な学習活動を抑制してしまう点で

あり、そのことから、教員が学生の理解度を把握するのが難しくなる。 
    ・講義形式の授業においても、教員が一方的に知識を伝えるだけでなく、学生に質問

をすることで双方向性の授業に変容させたり、ビデオ等の視聴覚教材を用いたり、

ゲスト・スピーカーを招いた講演や対談を実施することで、受講する学生の興味や

関心を高めることが可能になる。 

 
(2)  学生が主体となる授業形式（アクティブ・ラーニング） 
  ・アクティブ・ラーニングとは、教員による一方的な講義形式の教育とは異なり、学

修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法をいう。学修者が能動的に

学修することによって、認知的・倫理的・社会的能力、教養、知識、経験を含めた

汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決型学習、体験学習、調査学習等が含

まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、グループ・ワーク等も有効な

アクティブ・ラーニングの方法である 
（参照：中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～

生涯学び 続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」（答申）2012 年

8 月）。 
・学生が参加する授業形式としては、演習（ゼミナール）、ワークショップ、チュー

トリアル等があり、学生が体験する授業形式としては、フィールド活動（フィール

ドワーク）、教室でもできる体験等がある。 
・体験学習には、学生を実体験によって学ばせる学習方法だけでなく、学生の過去の

経験や知識と結びつけて考えさせる経験主義的な学習方法もある。 
    ①演習（ゼミナール） 

・大学・大学院等で、教員の指導の下に学生が研究・発表・討議を行うことを主

眼とした、少人数の授業の形式 
②ワークショップ 
・講師や教員から一方的に話を聞くのではなく、参加者が主体的に論議に参加し

４ 大大学学ににおおけけるる代代表表的的なな授授業業ののススタタイイルルとと学学生生のの取取組組みみ  
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たり、言葉だけでなく身体や心を使って体験したり、相互に刺激し合い学びあ

う、グループによる学びと創造の方法 
（出典：中野民夫『ワークショップ』岩波新書 2001 年） 

    ③チュートリアル 
・チューターと呼ばれる指導教師と学生が一対一または一対少人数で行う個別の

指導法。通常、週 1 回程度の頻度で定期的に設けられることが多く、主として

学習指導が中心であるが、生活全般のアドバイス等が行われることもある。 
（出典：今野・新井・児島編（冨田福代執筆）『新版学校教育辞典』教育出版 2003

年） 
④PBL（Problem-based Learning 又はProject-based Learning の略語であり、問

題解決型授業、問題基盤型学習等と訳されている） 
・教員が設定する課題や地域特有の課題、企業等におけるプロジェクト等の具体

的な事例を題材として、学生自身が課題・問題を解決するための方法を考える

等の能動的な取組みを促す教育方法をいう 
（参照：中央教育審議会（答申）「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の

在り方について」35 頁 2011 年 1 月） 
⑤ロールプレイ（シミュレーションゲーム） 
・現実に起こるであろう場面を想定し、複数の人がそれぞれの与えられた役割（ロ

ール）を演じて擬似的な体験を積み、その事象が実際に起こった時に適切な対

応ができるようにするための方法。 
・解決すべき課題について、問題場面の状況を設定し、登場人物の役割を演じる

中で、役割としての立場を理解したり、気づかなかった問題点を発見する等、

現実の場面に対処する問題解決能力を身に付けることができる。その効果とし

て、問題場面に対する洞察力が高まり、知識としての理解だけでなく、共感的

な理解ができるようになり、自発性や自主性、創造力が高まることが期待でき

る。 
・キャリア・コンサルティングの場面でも、状況を設定し、その中でどのように

演じるかが学習の成果として反映される方法が取られている。 
    ⑥グループワーク（協調学習、協働学習） 
     ・学生同士のコミュニケーションを重視し、学生の自律的な知識構築を授業の目

的とする場合に適しているとされる方法。 
     ・キャリア教育において、グループワークは、ソーシャルスキルの中核ともいえ

るコミュニケーションスキルの重要性を体験的に理解する方法として重要な位

置を占めている。 
     ・学生の場合、コミュニケーションスキルが十分でない場合が多いため、グルー

プワークを実施する際には、導入（インストラクション）、ワーク（エクササ

イズ）、振り返り（シェアリング）等の各場面で、配慮が求められる。 
        ⅰ導入（インストラクション）：エクササイズのねらいや内容、条件、留意点

などを丁寧に説明することであり、参加への理解を求め、参加へのモチベー

ションを高めるのを目的とする。これは、メンバーのリーダーに対する信頼

感やメンバー相互の信頼感および自己発見を促進する。 
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ⅱワーク（エクササイズ）：体験学習の課題のことであり、本音と本音の交流

を促進する誘発剤（触発する素材）である。エクササイズには、自己理解、

自己受容、自己表現・自己主張、感受性、信頼体験、役割遂行という 6 つの

ねらいがあり、メンバー相互の本音と本音の交流を通して感情、思考、行動

という 3 つの変容をめざす。 
ⅲ振り返り（シェアリング）：メンバーがエクササイズに取り組んで感じたこ

とや気づいたことを共有することであり、1 つないし複数のエクササイズを展

開した後で行う平均 10 分から 15 分程度の「シェアリング（ショートシェア

リング）」と、1 セッション（約 90 分から 2 時間）全体をあてる「全体シェ

アリング（ロングシェアリング）」に区別される。構成的グループ・エンカウ

ンターの中で、エクササイズと同じかそれ以上の比重を持つもので、エクサ

サイズと補完的な関係にある。 
（参照：國分康孝・片野智治『構成的グループ・エンカウンターの原理と進め方』

108 頁以下誠信書房 2001 年） 
     ・グループワークを行う際、担当講師は、学生の自発的な行動を待つだけでなく、

積極的・能動的な働きかけを行うことが求められる（詳細は Part2 第 4 章）。 
    ⑦ケーススタディ 
     ・現実に起こり得る問題や実際に起こった問題等を参考に教材として狙いを明確

にした事例を作成して学生に提示し、問題点を分析させ、状況の把握、原因の

分析、解決策の検討、結果の予測等を考えさせる学習方法である。 
     ・結論そのものよりも、結論に至る過程における討論に重点がおかれ、現実の場

面で求められる分析力、判断力、課題解決能力、役割遂行能力等を体験的に養

うシミュレーション的学習である。 
    ⑧ブレインストーミング（自由連想法） 
     ・メンバーが自由にアイディアを出し合うことによって、相互交流の連鎖反応や

発想の誘発を期待する方法。 
     ・この方法は、学生の思考プロセス（ある課題についてどのように考えるか）を

知るのに適しているとされる。 
     ・ブレインストーミングでは、結論厳禁（判断や結論を出さない）、自由奔放（奇

抜な考えやユニークなアイディアでも否定しない）、質より量（なるべく多く

の考え方やアイディアを出す）、結合改善（アイディアを結合したり、変化さ

せたりして新たなアイディアを作っていく）という 4 つの原則がある。 
（参照：川喜多二郎『発想法』59 頁以下中公新書 1967 年） 

    ⑨KJ 法 
     ・カードを使用して、問題の構造的理解や問題解決、創造性開発のために行われ

る問題分析のための技法。 
     ・具体的な方法としては、問題の解決策について、それぞれが小さなカードに自

分の考えを書く、グループ全員のカードを集めて似た感じのカードをまとめて

グループ化する、グループの意見を代表するタイトル（表札）をつける、模造

紙にカードを貼り付けグループ間の関連を矢印で示す等して問題の分析や解決

策について論理的にまとめる 
（参照：川喜田二郎『発想法』中公新書 1967 年）。 
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    ⑩ディベート 
      ・ある論題（テーマ）について、肯定派（賛成派）と否定派（反対派）に分かれ

て一定のルールに従って討論をし、論証の強さを第三者である審判団が判定す

る学習活動。 
・ディベートでは、自分の立場をはっきりさせて筋道立ててきちんと話す力、相

手の立場や意図を考えながら話の内容を的確に聞き取る力、相手を論破するた

めに的確な質問をする力などが求められる。 
 
 
 
   
 
  (1)  大学教育の段階と大学での教育目的 
    ①エリート段階：大学進学率が 15％未満（日本では、第二次世界大戦前の状況） 

     教育目的：人間形成（人格の陶冶）・社会化、エリート・支配階級の精神や性格の

形成 

    ②マス段階：大学進学率 15％以上 50％未満（1960 年代以降の日本） 

     教育目的：知識・技能（実務的能力）の伝達、専門分化したエリートの養成＋社会

の指導者層の育成 

    ③ユニバーサル段階：大学進学率 50％以上（2009 年以降の日本） 

     教育目的：産業社会に適応できる国民の教育 

(参照：マーチン・トロウ（天野郁夫・喜多村和之訳）『高学歴社会の大学』65 頁以

下東京大学出版会 1976 年） 
 

(2)  大学教育の段階と学習目標、学生の授業への関わり方 
    ・エリート段階においては、少数の限られた学生を対象とするエリート型の高等教育

であり、学習スタイルのイメージは、「師弟関係」における修行モデルをベースにし、

主体的な学びが期待されている。 
    ・マス段階においては、学生数が増大し、高等教育が大衆化していく中で、学習スタ

イルのイメージは、「教師＝学生関係」のもと、テキストで学ぶことが一般化し、学

びが受動化していく。 
    ・ユニバーサル段階においては、万人が教育を受ける機会の保障や教育の効果の明示

化と保証が求められる。教育は、サービス財として消費の対象になり、学生は、「契

約関係」のもと、消費者として位置づけられる。学生は、情報をゲットし、学生生

活をエンジョイするには熱心だが、学ぶ意義や学びの主体性を喪失した学生が増加

する。 
（参照：島田博司『学びを共有する大学授業』26 頁以下玉川大学出版部 2012 年） 

 
  

５ 大大学学教教育育のの質質的的変変化化とと学学習習目目標標・・授授業業のの組組立立てて  
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【大学教育の段階と学習目標・学生の授業への関わり方】 
項  目 エリート段階 マス段階 ユニバーサル段階 

学習目標 

人間形成・人格の陶冶 

修養・悟り 

名誉・栄誉・栄冠 

自己鍛錬（精進） 

 

真実の探求（何が真実か）

知識や技能の獲得 

学力 

立身出世 

勝利・成功 

 

事実の探求（何が事実か） 

自己可能性の開花 

生きがい 

自己充足・自己満足 

自分探し・自己発見・自己

実現 

過去や将来の模索(何に役

立つか) 

学習態度 

生真面目 

涙ぐましい努力 

要領をつかむ 

真面目 

地道な努力 

要領を教わる 

非真面目・脱真面目 

無心 

要領を発揮する 

学習スタイル 

Steal(技などを盗む) 

 

稽古を積む・倣う 

覚る（悟る） 

会得・体得 

修行・習道 

切磋琢磨 

Learn(知識や技術等を学ぶ)

 

練習する 

覚える（憶える） 

暗記・暗唱 

学習 

試験勉強 

Get&Enjoy(情報を楽しく

ゲットする) 

ゲーム感覚でする 

情報サーフィンする 

プレイ 

ラクに楽しく学ぶ 

やりたいようにする 

授業への接し方 

聴く 

見入る 

耳を傾ける 

全身を向ける 

能動的・積極的 

自己関与的 

授業を聴く 

距離がない 

聞く・受ける 

見る・目をやる 

耳を向ける 

顔を向ける 

受動的・消極的 

関与的 

授業に出る 

距離をおかない 

聞き流す・こなす 

眺める・目を貸す 

耳を貸す 

気の向くまま 

恣意的・状況的 

ノリ 

教室に行く 

距離をおく 

聴取スタイル 

専念聴取 

専心聴取 

単メディア聴取 

集中聴取 

構造的聴取 

ながら聴取 

つまみ聴取 

複数メディア聴取 

並行聴取 

コピー的聴取 

カモフラージュ型聴取 

批評的・聞き流し的・交友

的・分析的批評的聴取 

ながら非聴取 

非聴取 

マルティメディア聴取 

多重聴取 

娯楽消費的聴取 

学生の受講態度 
静粛 

メモ私語 

私語 

口頭私語・会話私語 

無語・喧噪・避語 

ケータイ・メール私語 

ノート：意味 

    様式 

    とり方 

 

 

    主体 

    保管感覚 

テキスト 

自筆ノート 

ノート取り 

テキスト作り 

自主的・自発的 

自分 

キープ 

ノート 

コピーノート 

ノートづくり 

 

 

自分たち 

ファイル 

メモ 

電子ノート 

ノート編集 

要約・要点 

他律的・他人任せ 

だれでもかまわない 

使い捨て 

授業への出席 意志 義務 権利 

（資料出所：島田博司『学びを共有する大学授業』28 頁以下玉川大学出版部 2012 年を参考） 



第３章 授業のスタイルと講師・学生の関わり方 

 

無断複製・頒布を禁じます 150

 【大学教育の段階と教師の授業への関わり方】 
項  目 エリート段階 マス段階 ユニバーサル段階 

教育スタイル 

 

Training(訓練する) 

 

 

模範を示す 

背中を見せる 

 

Education 

Teaching(教える) 

 

 

指示通りにさせる 

テキスト(教科書)で教える

 

Instruction 

Scaffolding(足場づくりをす

る) 

Care&Cure(ケアし癒す) 

サポートする 

材料(素材)へのアクセスを用

意する 

Edutainment/Infortainment

教育の方向性 
教導・訓導・教化 

感化・伝授 

知識や技能の伝授 

教授・教え込み 

サービス提供 

情報提供・影響 

教育目標 

社会化 

理論構想 

知は力なり 

人材の選抜と配分 

理論化 

記憶は力なり 

幅広い経験の提供 

理論から実践へ 

想像（創造）は力なり 

カリキュラム 鋼構造的 柔構造的 非構造的・弾力的 

教育方法 

個人指導 

板書 

 

チューター制 

ゼミナール制 

個人作業 

集団指導 

プリント・OHP・コピーボ

ード 

補助的ゼミ 

マスプロ授業 

個人別集団作業 

個別指導 

マルチメディア 

 

マルチメディア利用 

少人数授業 

集団内個別作業 

授業メソッド 
秘伝的メソッド 

徒弟奉公的伝授 

ティーチングメソッド 

段階的教授 

多種多様なメソッド 

アクセス機会の開放 

教師の指示の意

味 

絶対命令（～せよ） 

 

絶対的強制 

指図・問答無用 

管理的指示・規則（～する

ことになっている） 

規則による強制 

説諭・説得 

サジェスチョン（～してみた

ら） 

選択肢のひとつ 

提案・提示・意見 

（資料出所：島田博司『学びを共有する大学授業』30 頁以下玉川大学出版部 2012 年を参考）
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【大学教育の段階と教師と学生との人間関係】 

項  目 エリート段階 マス段階 ユニバーサル段階 

教師像 

教授・師匠・師範 

名人・達人・指南・大家・学

識者・先達・熟練者 

大学教師 

専門家・指導者・コーチ・

インストラクター 

友達教師（パートナー） 

プレゼンテーター・ファシ

リテータ・サポーター 

教師の役割 

全人格的・道徳的・知性的 

 

マスター 

画一的・学問的・教育的 

 

ティーチャー 

流動的・場面的・状況的・

文脈的 

ジレンママネジャー 

学生像 

拝聴者・聴講者 

学生・弟子 

意味の受託者 

視聴者・受講者 

生徒・教え子 

意味の受容者 

観客・登録者 

学生消費者・客人 

意味の享受者・創造者 

情報の接受関係 

体得者＝継承者 

 

 

体現者＝伝承者 

出力者＝入力者 

作者＝読者 

 

発信者＝受信者 

サーバー＝クライエント 

コンテンツプロバイダ＝ユ

ーザー 

発信者と受信者の融合 

権威的関係 

敬意 

権威関係 

上下関係 

尊重 

権力関係 

ルーズな上下関係 

対等 

契約関係 

ネットワーク関係 

数量的関係 1 対 1 1 対多 分対分、多様化・多極化 

人間関係の継続性 生涯継続的 限定的 かなり限定的 

教師とのつながり 紐帯 連帯・連携 割り切り関係 

教師の選択 
自己選択 

入門・弟子入り 

割り当て 

入学・適格者選抜 

自由選択 

希望者登録 

教師からの離脱 
束縛的 

破門・絶縁 

自由拘束的 

卒業・退学 

非拘束的 

自由離脱 

学生による教師評

価 

ない ほとんどない おおいにある 

学生への対応 
信頼・信用 

受容的 

 危機管理的・不信 

防衛的・防御的 

（資料出所：島田博司『学びを共有する大学授業』31 頁以下玉川大学出版部 2012 年を参考） 
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第４章 
 

～グループワークファシリテーションの意義と実践～ 
  
 
   
 

(1)  グループワークの意義 
    ・学習は、本来、学習する者が自ら発し、自らが活動して行うものであるが、講義形

式による知識を注入される学習方法では、学習者は受け身のままで主体的にはなら

ず、学習者個々の個性的な思考はおしならされたままである。これに対し、グルー

プワークは、注入され、承るだけの学習を、学習者の活動として主体化し、学習者

相互のやり取りによって一層活性化することに役立つ。 
    ・グループワークは、メンバー相互の話し合い、双方向での関心の交流を通して、参

加者全員が持つ経験や背景を共有させることにより、課題の解決を図ったり、相互

の共感を共有することによって学習、動機づけ、必要な態度の形成に至ることを目

的とする。 
    ・グループワークは、言語的なコミュニケーション、活動、人間関係、集団内の相互

作用等を通して、メンバー一人ひとりが成長することを目的とするが、とりわけ、

グループ独自のダイナミクスを活用することで、メンバーの人格的な発展や思考の

発展・課題の解決等に繋げることができる。 
    ・グループワークで求められるコミュニケーション能力、メンバーが役割を分担した

上で相互に協力・協働して課題に取り組む姿勢、人の話を聴く力と自分の意見を述

べる力、自分の意見を主張する力と他人の意見を受け入れる力、決められた時間内

に課題を解決して答えを出す力等は、学生が社会に出てから活動するために必要な

力である。 

 
(2)  グループワークの形態 

    ・グループワークには、次のような様々な形態がある。 
     ①人数の違い：2 人（ペア）で話し合う。少人数（5～6 人）で活動する。 
     ②学習内容の違い：それぞれのグループごとに教材を違えて追究する。同一教材に

ついて、それぞれの視点で追究する。 
     ③所要時間の違い：授業の中の一部分（例：5 分程度）をグループごとに話し合わ

せる。授業のほとんど、すべて、数コマをグループの活動に任せる。 
     ④活動内容の違い：グループで話し合い、考えを集め、まとめることに注力する。

グループで作業をし、課題を仕上げる。 
（参照：今野喜清・新井郁男・児島邦宏編（片岡徳雄執筆）『新版学校教育辞典』教育

出版 2003 年） 

１ ググルルーーププワワーーククのの重重要要性性（（ググルルーーププワワーーククにによよるる人人間間関関

係係づづくくりり授授業業のの試試みみ））  
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   ・グループワークは、次のように行う（例）。 
    ①目標の設定と提示：グループワークを実施する際にもっとも重要なことは、何のた

めに行うのか、すなわちグループワークの目標（教育目標）が明確になっているこ

とである。 
      （教育）目標は、一般教育目標（グループワークの成果として得られる知識・結

論）と行動目標（グループワークが終了した段階で、何をどこまでできるようにな

っているか）の両面から示す。 
      ワークの最後に発表させる場合には、どのような形（スタイルや時間）で発表さ

せるかも伝えておく。 
    ②資料の配付と確認：グループワークで使用するシート、資料等を配付し、どのよう

に用いるか、個人で使用するものとグループで使用するもの、完成させるものや提

出するものなど、ワークの中で行うべき事項を明確に指示して、メンバーの理解を

得る。 
    ③グループメンバーの決定：各グループのメンバーを決める。グループメンバーの決

め方は、近くの席にいる人をまとめる、じゃんけんや番号順などの偶然的な要素で

決める、友人や顔見知りなどをまとめる等の方法の中から、ワークの内容と目的に

応じて決める。 
    ④環境の設定：各グループがワークをする場所を指定し、グループメンバーを移動さ

せる。誰が、どこに移動するか、鞄等の荷物をどうするか等を明確に指示し、時間

を取られないように注意する。 
    ⑤役割の決定：グループメンバーの中で、それぞれが担当する役割（司会、書記、タ

イムキーパー、発表者等）を決めさせる（役割の決め方も指示する）。 
    ⑥時間とルールの説明：グループワークを実施する時間（終了の時刻）、その時間内

にやるべきこととそれまでに作り上げるべき成果物の内容を説明する。 
      グループワークを行う際にメンバーが守るべきルールを告げる。 
    ⑦話し合いの開始：アイスブレイク（グループメンバーが相互に知らない場合には、

ウォーミングを兼ねた自己紹介等）を行って、グループメンバーが打ち解けあい、

自由に意見を出し合える和やかな雰囲気を作る。 
    ⑧話し合いの展開：グループ全体に気を配るとともに、個別のグループの状況にも配

慮する。特に、人任せや不参加の行動が見られないかを注視し、必要に応じて対応

する。 
      時間管理（進行管理）に留意し、必要に応じて、参加者に経過時間(残り時間)等

を告知する等して注意喚起をする。 
    ⑨話し合いの終結：全グループが決められた時間までに、決められたことを実行でき

るように導いていく。 
    ⑩成果の発表：各グループから、討論の結果や経過等を発表させる。グループの数が

多いと同じような発表になるので、やり方を工夫する。 
      各グループが発表する時間の管理に留意する。 
      発表の際、講師は発表に耳を傾け、結果に対しては、他のグループからの質問を

２ ググルルーーププワワーークク運運営営のの留留意意点点とと実実施施方方法法  
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受けるだけでなく、講師からの肯定的な評価と改善点を示すなどして、必ずフィー

ドバックする。 
    ⑪振り返り：各グループの発表に対する総評として良かった点、改善すべき点を告げ

るだけでなく、グループワークのやり方についても、同様の視点から講評する。 
      全体として、グループワークの目標が達成されたか（目標にどの程度近づくこと

ができたか）についても説明する。 
    ⑫発展学習：今日の成果をこれからの学習活動、課外活動、自分の生活などにどのよ

うに活かしていくか（役立てていくことができるか）を考えさせる。 
    
  
 
   
  

(1)  グループワークにおける担当教員の役割 
・グループワークを通じて学生が学ぶ場合、グループワークを担当する教員の役割は、

学生の学習活動を促進する役割をもつ「ファシリテーター」である。 
・ファシリテーターは、グループワークの目標を達成する方向に向けてグループメン

バーの話し合いを促進する機能を果たすために、情報提供や専門的介入を行う。 
・ファシリテーターは、グループメンバー全員の信頼を得られるように努めるととも

に、常に中立的な態度を保ち、グループメンバー全員に対して関心を持ち、グルー

プワークを公正に進行するためのリーダーシップを発揮しなければならない。 
（参照：木村周『キャリア・コンサルティング 理論と実際』318 頁雇用問題研究会 2010

年） 

 
(2)  グループワークリーダー（ファシリテーター）の役割 

    ①開始に当たって、グループメンバーを紹介し（自己紹介でも良い）、グループワー

クの目標を告げる。 
    ②グループメンバー全員がグループワークに参加するように配慮する。 
    ③グループメンバーに向かって質問、応答、介入をしたりすることによって、全体の

話し合いが目標に向かうように促進する。同時に、グループメンバーの連帯意識を

強化する。 
    ④グループワークの目標に関連する情報を可能な限り明確にしておく。そのためには、

あらかじめ目標達成に必要な情報の範囲を決め、用意しておくことが必要である。 
    ⑤可能な限り、グループメンバー自身に必要な情報提供をさせる。 
    ⑥グループメンバーが持っている知識や経験を可能な限り引き出していくようにする。 
    ⑦答えを示すのではなく、グループメンバー自身で考えるように仕向けていく。 
    ⑧グループメンバー全員の感情の動きに注意し、発言を引き出す。 
    ⑨リーダーシップ、自己開示、適切なインストラクション、シェアリング、抵抗への 

対応、介入等、必要となるグループ・エンカウンターのスキルを行使する。 
    ⑩必要に応じて、話し合いの論旨を明確にし、派生的な話題、拡張的な話題等、目的

から逸脱・乖離した内容に時間を費やさないように介入する。 
     

３ ググルルーーププワワーーククフファァシシリリテテーーシショョンンのの意意味味とと重重要要性性  
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    ⑪リーダーとして、個人的な意見や価値観を強制したり、グループの意向に逆らって 
結論を強制したりすることがないように注意する。 

     ⑫グループワーク全体の進行（時間、話し合いの内容、グループメンバーの参加、目 
標の達成度合等）を注視し、評価する。 

（参照：木村周『キャリア・コンサルティング 理論と実際』318 頁 
雇用問題研究会 2010 年） 

 
(3)  グループワークにおける教員のファシリテーターとしての機能 

    ・グループワークのファシリテーターとして、学生の学習活動を促進するという観点

から、担当する教員に求められることは、次の通りである。 
①原則として「聞き役」に徹すること 
②必要に応じて学生の討論を促すこと（理解を深めることを促す） 
③フィードバックのためのコメントを行う（良い点を誉める、改善点について考え

ることを促す）こと 
    ・グループワークの最後に行われる「振り返りとまとめ」では、グループワークに参

加した学生の自己評価を支援するために、良かった点を積極的に誉めること、良く

なかった点をどう改善するかについて考えるように促すことが求められる。これら

の行為・言動等によって、学生が課題を発見し問題を解決する能力を促進したり、

ディスカッションする能力を伸ばすことができる。 
    ・グループワークに参加した学生に対して助言をする際の方法の一つに、「YNY 型」

がある。これは、相手に対する自分の評価を相手に受け入れてもらう方法として有

効とされているもので、「Y(Yes)」は、「肯定的な評価や発言」であり、「N(No)」
は、「否定的な評価や発言」である。「YNY 型」とは「Y→N→Y」のことである

から、まず（どんなに些細なことでかまわないので）何か良かったことを指摘し、

次に不十分だったことや改善しなければならないことを指摘し、最後にもう一度肯

定的な評価や発言をして締めくくるやり方である。 
    ・グループワークに参加した学生を肯定的に評価するときは、名前を挙げるのも良い

が、良くなかったことや改善すべきところを指摘する際は、個別の名前は挙げない

で一般化して述べる方が良いとされる。 
    ・時間の管理（進行の管理）に十分配慮して、授業時間内に終了するように気を付け

る（学生は、次の授業のために教室を移動しなければならないので、授業終了時刻

までには、必ず終了するのが鉄則である）。ワークの時間配分と進捗に気を配り、

決められた時間までに結果・結論が出るようにする。振り返りとまとめの時間は必

ず確保して実施し、学習効果や学生の満足度の点で問題がないようにする。 
（参照：佐藤浩章編『大学教員のための授業方法とデザイン』37 頁以下 

玉川大学出版 2010 年） 
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(4)  グループワークにおけるファシリテーターの技法の例 
    ・グループワークを円滑に実施し、効果を高めるとともに、参加する学生の満足度を

高めるために、次のような技法がある。 
 

事   柄 取 扱 い 技 法 の 例 

グループメンバーが

発言しようとしない

場合 

しばらくそのままにしておき、他のグループメンバーがどのように発言しているか

を観察する時間を与える。他の参加者の発言に反応する行動が見られたら、指名して

答えやすい質問を行い、発言を促す。 

 グループワークに抵抗を示したり、流れに乗れなくて参加しないグループメンバー

がいる場合には、グループワークの狙いや内容、条件、留意点などを説明した後で質

問したり、参加の仕方のモデルを示したりして、速やかに抵抗を取り除いたり、参加

意欲を高めておく。 

発言しすぎるメンバ

ーがいる場合 

 「今の〇〇さんの発言について、皆さんはどう思いますか」等、他のグループメン

バーに質問を投げかけることによって、次の発言を封じる。 

 その発言を無視して、他のグループメンバーに発言を求めるようにする。それでも

発言を止めない場合は、「他の人の意見も聞いてみたいので」と告げ、明確に阻止す

る。 

話題が逸脱したとき 

 そのグループワークの目的を再び告げて、確認することによってグループメンバー

全員の関心と注意を本題に戻す。 

 「この話は、私も面白いと思いますが、残り時間も少なくなっているので、～とい

う本来のテーマに戻って議論を進めましょう」。 

理解を深めることを

促すとき 

 「今の～という発言について、誰からも意見がでなかったようですが、私にはよく

わからなかったのですが‥‥」 

 「今の～という発言について、質問はありませんか」 

 発言の少ないグループメンバーがいる場合には、その人に対して「今の問題につい

て、〇〇さんはどう思いますか」と発言を促す。 

特定の参加者に対し

て集中攻撃が生じた

とき 

 反対のための反対である場合には、話題を転じる等の方法を取ることでグループメ

ンバーの注意を別の事項に集中させるようにする。 

 正当な理由に基づいてなされたものであり、かつ、建設的な内容のものである場合

には、悪意があってなされたものでないことが明確な限り、続行させてしばらく成り

行きを見守る方が、良い結果をもたらすとされる。 

良い点を誉めるとき 

 このグループは、メンバーの発言が多くて良いですね。この調子でいきましょう。

 司会進行役の〇〇さんの司会は、方向付けもきちんとできていたし、タイムキーパ

ーとしても上手でした。 

 〇〇さんの～という意見は、良かったです。あれで、議論の道筋が明確になったと

思います。 

 前回のワークで指摘した改善点が、今回のワークではきちんと直されていました。

改善点について話す

とき 

 議論しているだけだと筋道が分かりにくいので、図に示して書いてみたらどうでし

ょう。 

 今回は、前回のワークと比べて、議論があまり盛り上がらなかったようだけど、ど

うしてだと思いますか。 

 時間をもっと有効に使って、決められた時間までに結論を導き出すためには、どう

したら良いと思いますか。グループメンバー全員で、ちょっと考えてみてください。

（参照：木村周『キャリア・コンサルティング 理論と実際』321 頁雇用問題研究会 2010 年、 
佐藤浩章編『大学教員のための授業方法とデザイン』88 頁玉川大学出版部 2010 年） 
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・【職務分析】を行うグループワーク 
◆ねらい 

     職業の中には様々な仕事（課業）が含まれ、それらが総合されて一つの職業が成立

していることに関し、職業分析を通して理解し、職業についてより現実的、多面的

に理解できるようにする。 
◆実施学年  2 年次 前期（春学期）   （1 年次 後期（秋学期）） 等 
◆事前指導・準備 

   ・自分が興味のある「職業」について調べてくる。 
     ・家族や知人等、身近な人を通して職業の「具体的な仕事内容」について調査して

くる。 
     ・ワークシート 1・2 及び「職業分析振り返りシート」は、学生の人数分印刷して

おく。 
     ・ワークシート 3 は各グループに 3 枚ずつ印刷しておく。 

４ ググルルーーププワワーーククのの実実践践  
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◆授業の展開 
 

 活動の内容 留意点 
開

始 

1

0

分 

・知っている職業における仕事内容について、数人

の学生に尋ねる。 

・「課業」の意味について教員から説明する。 

・グループに分かれてワークシート１を配付。 

・教員が発表する学生を指名する。 

・いくつかの課業が集まって一つの職業が形成

されていることを理解させる。 

・1グループは、4～5名程度。 

 

 

 
活

動

の

展

開

6

0 

分 

作業1 個人ワーク（ワークシート1） 

・グループで職業群の中から一つ職業を選ぶ。 

作業2 個人ワーク（ワークシート1） 

・各自が課業一覧からその職業に含まれている課業

を選び出す。 

作業3 グループワーク（ワークシート1） 

・各自が選んだ課業をグループ内で発表し、最も重

要と思われる課業を３つ選び出す。 

作業4 個人ワーク（ワークシート2） 

・3つの課業についてワークシート2を使って各自で

分析・評価する。 

作業5 グループワーク（ワークシート3） 

・課業ごとに分析結果をグループで集計し、分析結

果をまとめる。 

・8つの例示職業の中からグループとして一つ選

ぶ。 

・課業の内容を選択する際には、その職業を想

像してみて、こんな仕事がありそうだといっ

た考えで良い。 

・各自が選んだ課業の中から最も共通して重要

と考えられる課業を3つ選ぶようにする（付箋

を使ったKJ法で分類しても良い）。 

・ワークシート2で各自が5段階の課業評価を行

う。学生個人が、どのようにその課業を見て

いるかで評価してよい。 

・グループ集計を行う。 

・ワークシート3は3つの課業で1枚ずつ使用す

るので、3枚用意しておく。 

ま

と

め

2

0
分 

・グループごとに、グループでの分析結果を発表す

る。 

・職業における課業についての確認とまとめを行う。

・振り返りシートによる自己評価を行う。 

・各グループから代表が出て発表する（1グルー

プの発表時間は状況によって決定する）。 

・2～3名の学生に質問をし、授業内容をまとめ

る。 

・振り返りシートは回収する。 

 
 
◆事後の指導・活動                         

  ・各グループの分析結果は、グループメンバーが共有する他、発表後に掲示などの方法

により、クラス全体で共有する。 
   ・各自興味のある職業の課業を職業ハンドブックなどで調べてみる（学習の個別化）。 
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(1)  職業興味／適性検査 
 

【職業興味／適性検査】 

一般職業適性検査

（GATB） 
＜厚生労働省＞ 

15 種の下位検査（紙筆検査 11 種、器具検査 4 種）から 9 種の適性能

を測定し、適性職業群を示す検査である。基礎的な能力を見る適性検

査であり、中学 2 年生以上（13〜45 歳未満）を対象としている。 

職業レディネス・テ

スト 
［第 3 版］（VRT） 
＜労働政策研究・研

修機構＞ 

中学 2 年生〜高校 3 年生を対象に、6 つの職業志向性と、3 つの基礎

的志向性から職業興味や自信度などの特徴を得る検査のためのツー

ルである。中学生や高校生が自己の進路を探索し、将来の職業や生き

方を考えることを援助するためもので。検査を通じて生徒の職業に対

する準備度（レディネス）を把握し、生徒が職業に関する自分のイメ

ージをチェックしたり、進路選択への動機付けを促すことが出来る。

「 職業興味」を測定するA 検査と「基礎的志向性」を測定する B 検

査、「職務遂行の自信度」を測定する C 検査から構成されている。 

VP 職業興味検査 
＜労働政策研究・研

修機構＞ 

6 つの職業領域に分けて作成された職業レディネス・テストの大学

生向けのツールである。 

Prep-Y 職業興味検査

＜大阪府商工労働部

雇用推進室就業促進

課 キャリア支援グ

ループ ＞ 

7 つの職業領域の分類により、個人の持っている職業興味の特徴を調

べ、職業に対する興味や志向性を把握するツールであり、若年者（中

学生～25 歳）を対象にしている。大阪府商工労働部 雇用推ホームペ

ージ上で公開されている。 

CaPT 性格検査 
＜大阪府商工労働部

雇用推進室就業促進

課 キャリア支援グ

ループ＞ 

職業に関連した 6 つの性格特性を調べ、自己分析や職業選択に向け

ての情報を得るツールである。各性格特性と職業分類との対応が可能

で、自分の性格と職業選択を関連付けをすることができる。また、 Ｃ

ａＰＴ性格検査を若年者向け（中学生～25 歳）に標準化し直したも

のとしてＣａＰＴ－Ｙ性格検査がある 

KN 式クレペリン作

業性格検査[進路指導

用] 
＜社団法人 雇用問

題研究会＞ 

連続加算作業による検査結果から得られる作業量（作業速度）や作業

曲線、あるいは作業の質などの面から個々人の仕事ぶりを推測し、そ

の作業性格や作業態度、行動特徴等、個人の性格面に関わる特性を総

合的にとらえるツールである。 

 
 

 

５ アアセセススメメンントトツツーールル一一覧覧  
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(2)  キャリアガイダンスツール 
 
【キャリアガイダンスツール】 

MIO 職業興味チェ

ックリスト 
＜大阪府商工労働

部  雇用推進室就

業促進課  キャリ

ア支援グループ＞ 

12 の職業領域の分類により、個々人の職業興味の特徴を調べ、職業に対

する興味や志向性を把握するツールである。66 問からなり、大阪府総合

労働事務所職業カウンセリングセンターのホームページにおいて、利用

が可能である。 

職業ハンドブック

OHBY 
＜労働政策研究・

研修機構＞ 

現代の主要な職業について中高生に分かりやすく解説した進路学習・ガ

イダンスのためのツールである。 

ＯＨＢＹ（オー

ビィ） カード 
＜労働政策研究・

研修機構＞ 

職業カードソート技法を行うために開発されたカード式職業情報ツ

ールである。 430 職種の職業情報を、写真・イラスト・チャート・動

画などで紹介する「職業ハンドブックＯＨＢＹ」の内容を 48 枚の必要

最小限のカードにまとめている。このカードを使って作業を行う中で、

自分の興味や関心を知り、同時に、知っておくべき必要最小限の職業情

報も得ることができる。 

VRT カード 
＜労働政策研

究・研修機構＞ 

心理検査「職業レディネス・テスト」の職業興味と職務遂行の自信度に

関する項目を１枚ずつのカードに印刷した、親しみやすく、扱いやすい

キャリアガイダンスツールである。54 枚のカードに書かれている仕事内

容への興味や、その仕事を行うことについての自信を判断していくこと

で、興味の方向や自信の程度を把握することができる。 

キャリアシミュレ

ーションプログラ

ム 
＜労働政策研究・

研修機構＞ 

就職後の長期的な職業生活のイメージを獲得するだけでなく、社会生活

で直面しやすい困難場面への関心を高め、その対処策についてグループ

ワークを通じて考えを深めさせる内容となっている。 
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(3)  キャリア自己診断ツール 
 
【キャリアガイダンスツール】 

キャリア健診 
＜厚生労働省＞ 

企業、従業員へのキャリア健診シートを用いたアンケートの実施、人事

担当者等へのヒアリング、従業員へのカウンセリングをステップを踏ん

で実施し、結果を踏まえて、「企業による従業員のキャリア形成支援」

と「従業員の主体的、自立的なキャリア形成」について提案・アドバイ

スを行うツールである。健診シートは「企業診断シートＡ（人事担当者

用）」、「企業診断シートＢ（従業員用）」、「キャリア・カウンセリングシ

ート」からなる。 

「職場で活かすキ

ャリア･サポート」

（バージョン２ 
対応） 
＜中央職業能力開

発協会＞ 

自発的な取り組みを支援する導入レベルのキャリアコンサルティング

を、より効果的に実施するためのツールである。 

CADS 
（キャッズ；キャ

リア開発シート） 
＜中央職業能力開

発協会＞ 

自分自身と向き合い、今現在の自分のスキルを整理整頓することを援助

するシートである。シートを記入していく中で自己理解が深まるように

構成され、記入の手引きやスキルマップ、スキルのまとめレーダーチャ

ートの作成、結果の整理表作成などが含まれている。 

CADI（キャディ；

環境変化自己診断

ツール） 
＜中央職業能力開

発協会＞ 

「キャリア形成力」と「個人的傾向」を把握するための心理学的検査で

ある。「質問票」、「採点結果集計表」、「結果の整理票」、「結果の整理票

自由記入欄」、「結果の解釈」で構成される。自己実施・自己採点ができ、

気づいたことを記入するシートで、気づきを大切にしキャリア形成に活

かせるツールとなっている。 

キャリア・イン

サイト 統合版 
＜労働政策研

究・研修機構＞ 

適性診断、総合評価、職業情報、キャリアプランニングの 4 つにより構

成されるパソコン使用の自己探索システムである。20〜30 歳台前半を

対象としている。 
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平成 26 年度大学等におけるキャリア教育実践講座 

 
○厚生労働省職業能力開発局育成支援課キャリア形成支援室 

○キャリア教育専門人材養成事業委員会 

・座長：木村 周 （元筑波大学教授） 
・委員：小島 貴子 （東洋大学グローバルキャリア教育センター 副センター長） 

文川 実 （１級キャリア・コンサルティング技能士） 
本間 啓二（日本体育大学 教養・教職科教授） 
三村 隆男（早稲田大学大学院教職研究科長） 

○ 株式会社東京リーガルマインド 

※本書の無断複製・頒布を禁じます 

 






